
高島市ごみ減量大作戦
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平
成
26
年
度
当
初
予
算
が
３
月
議
会
で
可
決
さ

れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
２
６
２
億
６
，

０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
肉
付
予
算
と
な
っ
た
６

月
補
正
後
予
算
と
比
べ
て
21
億
３
，
４
０
０
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
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3.3
億円 24.1

億円

7.9
億円

9.3
億円

255.4
269.8

259.7 262.6
241.3

病院建設に伴う
負担金

災害復旧費
福祉給付金等

　
地
方
交
付
税
（
普
通
交
付
税
）
は
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
て
、
７
千
万

円
増
の
96
億
円
で
す
。
普
通
交
付
税
の

振
替
措
置
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債

を
加
え
た
実
質
的
な
普
通
交
付
税
は
、

１
０
５
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
平
成
26
年
度
以
降
、
合
併

自
治
体
に
お
け
る
災
害
対
応
等
支
所
の

重
要
性
を
考
慮
し
た
経
費
の
算
定
や
、

人
口
密
度
等
に
よ
る
需
要
の
割
り
増

し
、
標
準
団
体
の
面
積
・
施
設
数
の
見

直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

脆
弱
な
財
政
基
盤
で
あ
る
当
市
で

は
、
こ
う
し
た
国
・
県
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
交
付
税

一
本
算
定
激
変
緩
和
措
置
の
開
始
を
控

え
、
的
確
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

※
臨
時
財
政
対
策
債
と
は

　
地
方
自
治
体
の
一
般
財
源
の
不
足
を
補
う
た

め
に
特
例
と
し
て
発
行
さ
れ
る
地
方
債
。
必
要

に
応
じ
て
地
方
自
治
体
が
発
行
し
、
償
還
費
用

は
国
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

※
交
付
税
一
本
算
定
激
変
緩
和
措
置
と
は

　
市
町
村
合
併
後
10
年
間
は
、
特
例
で
旧
町
村

ご
と
に
算
定
し
た
交
付
税
が
配
分
さ
れ
ま
す

が
、
市
と
し
て
一
本
算
定
さ
れ
る
と
急
激
に
交

付
税
額
が
減
る
こ
と
か
ら
、
段
階
的
に
減
額
さ

れ
る
措
置
の
こ
と
。　

　
今
年
度
の
市
税
収
入
は
57
億
５
千
万

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
前
年
度
肉
付
予

算
と
な
っ
た
６
月
補
正
後
予
算
と
比
べ

て
５
千
万
円
、
０・
９
％
の
増
と
な
り

ま
す
。

　
歳
入
総
額
に
占
め
る
市
税
収
入
の
割

合
は
21
・
９
％
で
あ
り
、
地
方
交
付
税

な
ど
の
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

財
政
課
　（
２
５
）８
１
１
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※おことわり…金額は１千万円未満を四捨五入しているため、合計金額が一致しない場合があります。

※（）内の金額は、平成 25 年度６月補正後予算比

（対前年度６月補正後予算比
　＋21億3,400万円）

（対前年度６月補正後予算比
　＋４億 3,860 万円）

（対前年度６月補正後予算比
　＋９億 7,445 万円）

一般会計 ２６２億 6,000 万円

予算総額

４８４ 億465 万円

特別会計 １４５億 9,890 万円

企業会計 ７５億 4,575万円

平成 26 年度

予算
福祉や教育、産業振興など、

市の基本的な会計

国民健康保険、介護保険など
一般会計と区別が必要

な会計

料金収入で運営している事業
の会計

一般会計予算の概要

当初予算額の推移

地
方
交
付
税
は

前
年
並
み
の
見
込
み

市民一人あたりの予算
（平成 25 年６月補正予算後　４６１，３６２円）

○高齢者や児童の福祉などに １４２,９８５円
５４,１１８円○道路・河川などの整備に

４７,１７６円○学校・図書館・公民館などに
５１,６０９円○ごみ処理や病気の予防に

６８,６８６円○借金返済に
５９,１５３円○行政運営費に

４１,１１３円○産業振興・観光などに

５０５,９４４円一般会計

○消防・救急活動などに ２４,７１１円
○災害復旧に ４,４３４円
○議会の運営に 　３,７０１円
○その他 ８,２５７円

平成26年３月末現在の人
口（５１,９０３人）で計算

○民生費…福祉や医療のための経費
○公債費…借金返済のための経費
○総務費…市政運営のための経費
○土木費…道路、河川、市営住宅などの経費
○衛生費…健康や環境のための経費
○教育費…学校や生涯学習のための経費
○農林水産業費…農林水産業のための経費
○消防費…安全・安心なくらしのための経費
○商工費…商工や観光のための経費
○災害復旧費…災害復旧のための経費
○議会費…議会の運営のための経費

○市税…市が徴収するお金
○地方交付税…全国どの市町村でも一定の行政サー
　　　　　　　ビス水準を保つため国が地方公共団
　　　　　　　体に交付するお金
○国庫支出金…国から支出される補助金等
○県支出金…県から支出される補助金等
○市債…市の借金
○自主財源…市が自ら徴収できるお金（76.6 億円）
○依存財源…国や県などに依存するお金（186 億円）

高
島
を
も
っ
と
元
気
に

　市
政
を
も
っ
と
身
近
に

市
税
収
入
は

ほ
ぼ
同
額
で
推
移

市税収入の推移

※平成 24 年度までは決算額、平成 25 年度は６月
　補正後予算額となっています。

　 前 年 度 ６ 月 補 正 後 予 算 額 に 対 し、 今 年 度 は 21
億３千万円の増となっていますが、昨年９月の台風 18
号災害に対応する復旧費や、消費税増税に伴う国の臨時
福祉給付金等の増加分を考慮すると、過去５年間をやや
上回る予算規模となっています。

過去５年
の平均値

257.8

※平成 25 年度は、当初予算が骨格予算であるため、６月
　補正後予算額となっています。

3 2014. ５月号
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２ 会計別予算額

臨時財政対策債
実質的な市債

●市債現在高の年度別推移 ●実質交付税の推移
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  高島未来政策

１

　社会的、経済的に弱い立場である乳幼児、障
がい者、低所得高齢者、母子・父子家庭の親子、
ひとり暮らしの寡婦の医療費の一部を助成しま
す。
　さらに保護者の医療費負担を軽減するため、
今 年 10 月 か ら は、
中学生までの子ども
を対象にすべての医
療費の自己負担分を
助成します。

（福祉医療事業）

　昨年、（財）高島地域地場産業振興センター
から無償譲与を受けた建物について、上半期
に改修工事を行います。
　改修後は、地場産業振興施設と公民館、図
書室の複合施設として、運営していきます。

（（仮称）高島市産業交流センター事業）

　マキノ高原温泉さらさをリニューアル整備
し、観光施設としての魅力を高め、集客性の
向上を図ります。

（観光施設魅力アップ事業）

　地域特性を活かした特産品の生
産・販売の促進を図るとともに、野
菜の周年栽培やブランド化のための
施設園芸の振興を図ります。

（地域特産物定着促進事業）

　昨年開催した「全国発酵食品サ
ミット」にちなみ、12 月７日・８
日を「高島発酵の日」と位置づけ、
高島に根付く発酵食品文化を発信し
ていく場を設けるなど、産業連携を
推進します。

（産業連携推進事業）

福祉医療を拡大！
中学生までの医療費
全額助成

地域密着型サービス
事業所の施設整備等
を補助

地場産センターを
リニューアル

マキノ高原温泉さらさ
をリニューアル

特産物の振興
を支援

発酵食品文化を発信する
など、産業連携を推進

3 億 4,880 万円

1,169 万円 会計区分 平成 26 年度
当初予算額

平成 25 年度
６月補正後額 増減率

一般会計 262億 6,000 万円 241 億 2,600 万円 8.8％

特
別
会
計

合　計　 145億 9,890 万円 141 億 6,030 万円 3.1％
国民健康保険特別会計（事業勘定） 60 億 6,000 万円 59 億 3,740 万円 2.1％
　　　　　〃　　　　（直診勘定） 7,910 万円 2 億 2,730 万円 △ 65.2％

後期高齢者医療事業特別会計 5 億 4,680 万円 5 億 300 万円 8.7％
農林業集落排水事業特別会計 5 億 9,150 万円 5 億 5,830 万円 5.9％

下水道事業特別会計 24 億 3,300 万円 22 億 7,480 万円 7.0％
熱供給事業特別会計 890 万円 880 万円 1.1％

介護保険事業特別会計 48 億 30 万円 45 億 7,140 万円 5.0％
訪問看護ステーション事業特別会計 7,930 万円 7,930 万円 0.0％

事
業
会
計

合　計 75億 4,575 万円 65 億 7,131 万円 14.8％
水道事業会計 14 億 3,613 万円 11 億 1,176 万円 29.2％
病院事業会計 55 億 5,307 万円 50 億 1,267 万円 10.8％

介護老人保健施設事業会計 5 億 5,655 万円 4 億 4,687 万円 24.5％

主な事業をご紹介します。

5,676 万円

2 億 6,503 万円

5,458 万円

550 万円

　
今
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
の
経
費
に
充
当
す
る
地
域
活
性
化
基
金
以
外

に
は
、
大
き
な
基
金
取
り
崩
し
の
予
算
は
計
上
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
合
併
特
例
期
間
が
平
成
26
年
度
を
も
っ
て

終
了
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
交
付
税
一
本
算
定
に
係
る

激
変
緩
和
措
置
期
間
に
入
り
、
普
通
交
付
税
が
大
幅
に

減
額
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
基
金
運
用
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
市
債
発
行
額
は
20
億
９
千
万
円
で
、緊
急
防
災・

減
災
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
の
伸
び
に
伴
い
、
対
前
年
度
６

月
補
正
後
予
算
比
６
億
９
千
万
円
、
49
・
１
％
の
増
（
12
月

補
正
後
予
算
比
２
億
３
千
万
円
、
12
・
６
％
の
増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
合
併
特
例
債
、
過
疎
債
、
辺
地
債
、
緊
急
防
災・

減
災
事
業
債
な
ど
、交
付
税
算
入
率
の
高
い
市
債
を
発
行
し
、

市
の
財
政
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
市
債
残
高
は
、
年
々
減
少
し
て
お
り
、
平
成
26
年
度
末
に

は
２
５
８
億
５
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
市
で
は
、
積

極
的
に
繰
上
償
還
を
行
う
と
と
も
に
、
償
還
額
以
上
に
新
規

の
発
行
を
抑
制
し
て
、市
債
残
高
の
減
少
に
努
め
て
い
ま
す
。

　介護が必要な高齢者が住み慣れた地域で
できる限り生活が続けられるよう、地域密
着型サービス事業所の整備に対して助成し
ます。（２か所）
　また、円滑な施設の開設に向け、開設準
備経費も助成します。

（地域介護・福祉空間整備事業）

（H26 以降は推計値）医療・福祉・介護

産業・観光振興

平
成
27
年
度
か
ら
の
交
付
税
減
額
に
備
え
る

市
債
残
高
は
６
年
連
続
で
減
少
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企画調整課　 （25）8114未来へつなぐ　人と自然のまちづくり

月日 事業名 開催場所 問合せ先
5 月 17 日（土）
～ 7 月 12 日（土）

第 10 回高島市市民体育大会（夏季大会）　
（詳細は、別途配布チラシをご覧ください。）　 各会場 市民スポーツ課

（32）4459
６月 29 日（日）たかしま子どもフェスティバル 今津総合運動公園内

サンル－フ今津
青少年課

（32）4458
６月 29 日（日）第 18 回「琵琶湖周航の歌」音楽祭合唱コンクール 高島市民会館 高島市民会館

（22）1764
７月５日（土）、

６日（日） 高島文化芸能フェスティバル 2014 藤樹の里文化芸術会館 藤樹の里文化芸術会館
（32）2461

７月６日（日） 2014 びわこトライアスロン＆ちびっこチャレンジ
in 高島

高島 B&G 海洋センター
およびその周辺

市民スポーツ課
（32）4459

７月 20 日（日）ＪＲ湖西線開通 40 周年記念事業 高島市民会館
近江今津駅周辺

交通対策課
（22）0058

７月 20 日（日）陸上自衛隊第 3 音楽隊演奏会 高島市民会館 高島市民会館
（22）1764

７月下旬 びわ湖高島ペーロン大会 今津町南浜周辺 観光振興課
（25）8040

７月 29 日（火）
～８月 10 日（日） 第 7 回たかしま子ども美術展　　 藤樹の里文化芸術会館 藤樹の里文化芸術会館

（32）2461
８月 19 日（火）
～ 21 日（木）

第 26 回びわ湖杯争奪新人練習会
　　　　（高校女子ソフトボール）　（連携事業）　

安曇川スポーツセンター
総合グラウンド

実行委員会
（32）3000

８月 24 日（日）高島・京都市民交流コンサート　（連携事業）　 ガリバーホール 実行委員会〔田中〕
（20）5663

９月下旬 マキノカントリーフェスタ マキノピックランド
マキノ高原

観光振興課
（25）8040

９月 プレミアム地域通貨発行 － 商工振興課
（25）8514

10 月５日（日）関西フィルハーモニー管弦楽団
 リラックスコンサート in 高島 高島市民会館 高島市民会館

（22）1764
10月19日（日）2014 びわ湖高島栗マラソン マキノ地域 市民スポーツ課

（32）4459
10月19日（日）
～ 26 日（日）

第 31 回藤樹先生書道展および第 17 回小中学生藤樹
先生書写書道作品展　（連携事業） 藤樹の里文化芸術会館 藤樹先生献書会事務局（駒井）

090（9714）7677
11 月 高島トレイルツアー マキノ地域 観光振興課

（25）8040
11 月 高島トレイルランニング大会 2014 朽木地域 観光振興課

（25）8040
10 月 （仮称）高島市産業交流センターオープン記念事業 （仮称）高島市産業交流セン

ター   （旧）地場産センター
商工振興課

（25）8514
11 月３日（月）記念式典・市政功労者表彰・記念講演 高島市民会館 行政課　（25）8000

11 月９日（日）防災体験ひろば 高島市消防本部 消防本部　（22）1234

12月14日（日）びわ湖ホール地域協働公演　オペラ「天国と地獄」 藤樹の里文化芸術会館 藤樹の里文化芸術会館
（32）2461

1 月 24 日（土）
～ 2 月８日（日）第 36 回湖西書き初め展　（連携事業） 藤樹の里文化芸術会館 藤樹の里文化芸術会館

（32）2461
１月～３月 第 10 回高島市市民体育大会（冬季大会） 未定 市民スポーツ課

（32）4459
３月１日（日） ひな祭りジャズコンサート 高島市民会館 高島市民会館

（22）1764
３月 15 日（日）「高島市さとやま劇場＋たかしま市民音楽祭」 高島市民会館 高島市民会館

（22）1764
３月 22 日（日）たかしま★春の演劇祭 藤樹の里文化芸術会館 藤樹の里文化芸術会館

（32）2461
３月 26 日（木）
～ 29 日（日） 第 4 回書道研究西嶺会書展　（連携事業） 藤樹の里文化芸術会館 西嶺会展覧会部〔澤井〕

（34）0871

　高島市は、平成 27 年 1 月 1 日に市制施行 10 周年を迎えます。この節目の年を新市誕生からの歩み
を振り返り、新しい時代に向けた出発の年と位置付け、次の事業を通し、市民がその意義を認識できる
よう取り組んでいきます。なお事業の概要は、次号から順次ご紹介していきます。

高島市制 10 周年記念事業カレンダー
（冠事業等一覧表：平成 26 年 4 月 1 日現在）

３

４

５

　現在の消防指令システムは、老朽化が著
しいうえ、消防デジタル無線が指令システ
ムに接続できない状況です。このことから、
指令センター通信機器を更新・整備します。

（消防施設管理（消防指令センター整備）
事業）

　東日本大震災をはじめ、近年の大きな地震で
被災した全国の公共施設では、強い揺れにより
吊り天井が落下するという事例が数多く発生し
ました。このことから、国土交通省において、
耐震化の新しい基準を示されました。
　市内公共施設でも、吊り天井構造の施設が多
くあることから、各施設の天井耐震化に向け、
設計業務を行います。

（各公共施設天井耐震改修事業）

　小中一貫教育が円滑に実施されるよう、高島中学
校区に常勤講師を１人派遣するとともに、小中一貫
教育推進拠点小学校、中学校に非常勤講師を配置し
ます。
　また、小学校に一部教科担任制を導入、小中学校
にそれぞれ異校種の教科書を配布し情報を共有する
など、小中一貫教育の本格実施に取り組みます。

（小中一貫教育推進事業）

　高島トレイルは、トレイルコースの中でも全
国屈指の誘客力を持ち、市を代表する観光資源
となっています。トレイルを活用したイベント
等を通じて市の魅力を発信するほか、コースの
適正な維持管理に努めます。

（高島トレイル魅力発信事業）

　市道上所線は狭く、冬降雪時の通行の確
保が困難な状況にあるため、消雪設備を整
備し、生活基盤の向上を図ります。

（市道上所線道路改良事業）

　新旭駅のバリアフリー化を図るた
め、高島市交通バリアフリー基本構
想（新旭駅周辺）を策定します。

（鉄道駅バリアフリー化事業）

　湖西中学校校舎は、建築
から 37 年が経ち、老朽化
により雨漏りが発生してい
ることから、大規模改修を
行います。平成 27 年度の
工事に向け、今年度は、実
施設計を行います。

（湖西中学校大規模改造事業）

　現在使用している旧町村ごとに整備されている
道路台帳を、市としての統一基準により整備・電
子化します。市の地理情報システムと整合させる
ことにより、土木関係諸業務の効率化を図ります。

（道路台帳整備事業）

消防指令システムを
更新

各公共施設の天井耐震
改修に向け、設計

小中一貫教育を本格実施

高島トレイルの魅力を
発信

市道上所線に消雪施設 新旭駅バリアフリー
基本構想を策定

湖西中学校の大規模改修
実施設計

道路台帳を統一基準で
整備・電子化

3 億 5,865 万円

1 億 1,940 万円

6,596 万円

1,338 万円 1,000 万円

1,340 万円

2,000 万円 490 万円

防災・環境

教育・文化・スポーツ、子育て支援・女性

一体感のあるまちづくり
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平成 26 年度 市の組織
　平成 26 年度は、市制 10 周年の記念すべき年であり、また昨年９月の台風 18 号による災害の復旧や、
国の新たな施策である臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例給付金など、迅速かつ確実に遂行しなければ
ならない事務などが山積みしています。
　これらの行政需要に的確に対応するため、職員一人ひとりが責任感を持って、自ら考え行動するとともに、
所属長を中心としたチームワークをより強固なものとするため、行政組織の見直しを行いました。

上下水道料金徴収の民間委託を機に
組織のスリム化を図るため、「上下水
道部」を廃止して、部の名称を改め
「土木上下水道部」とし、同部内に「上
下水道課」を設置します。

上下水道部を廃止point２

事務の範囲が多岐にわたる「市民環
境部」を「市民生活部」と「環境部」
に、「産業経済部」を「農林水産部」
と「商工観光部」に分割。担当部長
の指揮命令を強化し、部内事務の充
実を図ります。

市民環境部、
産業経済部を分割

point１

社会福祉課内に福祉給付金推進室を
設け、臨時福祉給付金や子育て世帯
臨時特例給付金支給事務の体制をつ
くります。

福祉給付金推進室
を設置

point４

企画広報課の広報・広聴部門を秘書
課に所管替えし、「企画広報課」を「企
画調整課」に、「秘書課」を「秘書
広報課」に課名変更します。

広報・広聴部門を
所管替え

point５

情報統計課を総務部から政策部に移
管し、国勢調査（平成 27 年度実施）
をはじめとする統計業務や、基幹業
務系システムの再構築などの巨大プ
ロジェクトに対する確実な実施体制
を構築します。

情報統計課を
政策部に移管

point３

農業振興部門を「農業政策課」と「農
村整備課」に再編し、業務の明確化
を図るとともに、農業施設の災害復
旧業務の体制を強化します。

農業振興課を
２課に再編

point６

       教育委員会
　     教育委員会事務局
　　●教育総務課 ☎ (32)1132
　　●学校教育課 ☎ (32)4473
　　●教育相談・課題対応室
 ☎ (32)4406
　　　・教育研究所 ☎ (32)4482
　　　・小学校
　　　・中学校
　　●社会教育課 ☎ (32)4457
　　　・マキノ公民館 ☎ (27)1131
　　　・今津公民館 ☎ (22)2249
　　　・朽木公民館 ☎ (38)2324
　　　・安曇川公民館 ☎ (32)0003
　　　・高島公民館 ☎ (36)0219
　　　・新旭公民館 ☎ (25)8100
　　　・中江藤樹記念館 ☎ (32)0330
　　●青少年課 ☎ (32)4458
　　　・少年センター ・あすくる高島
 ☎ (32)3824
　　●学校給食課 ☎ (32)1716
　　　・マキノ学校給食センター  ☎ (27)0360
　　　・今津学校給食センター ☎ (22)2091
　　　・安曇川学校給食センター ☎ (32)0072
　　　・新旭学校給食センター ☎ (25)7080
　　●文化財課 ☎ (32)4467
　　　・マキノ資料館 ☎ (27)1484
　　　・朽木資料館 ☎ (38)2339
　　　・高島歴史民俗資料館 ☎ (36)1553
　　●市民スポーツ課 ☎ (32)4459
　　●図書館
　　　・マキノ図書館 ☎ (27)0350
　　　・今津図書館 ☎ (22)3827
　　　・安曇川図書館 ☎ (32)4711
　　　・朽木図書サロン ☎ (38)2324
　　　・高島図書室 ☎ (36)2160
　　　・新旭図書室 ☎ (25)2811
　　●高島市民会館 ☎ (22)1764
　　　・藤樹の里文化芸術会館
 ☎ (32)2461
　　　・ガリバーホール ☎ (36)0219

 高島市民病院

　　●診　療　部
　　●医療技術部
　　●看　護　部
　　●地域医療サービス部
　　　・地域医療連携室　
　　　・健診室  
　　●医療安全部
　　　・医療安全推進室
　　●事務部
　　　・病院総務課
　　　・経営企画課
　　　・医事課　　
　　　・施設管理課

☎ (36)0220（代表）
☎ (36)8077（外来予約専用）

●事務局　　☎ (25)8000
選挙管理委員会

監査委員
●事務局　　☎ (25)8000

公平委員会
●事務局　　☎ (25)8000

固定資産評価審査委員会
●事務局　　☎ (25)8000

農業委員会
●事務局　　☎ (25)8513

人事課　 （２５）８５２５

環 境 部
　　●環境政策課 ☎ (25)8123
　　　・環境センター ☎ (24)0031
　　　・今津環境クリーンセンター
 ☎ (24)0053
　　　・衛生センター  ☎ (22)2725
　　　・斎場　　　　 ☎ (22)4740

　　　　   健康福祉部
　　●社会福祉課 ☎ (25)8120
　　　・福祉給付金推進室 ☎ (25)8009
　　●障がい福祉課 ☎ (25)8516
　　●健康推進課 ☎ (25)8078
　　●保険年金課 ☎ (25)8137
　　　・朽木診療所 ☎ (38)2071
　　●長寿介護課 ☎ (25)8029
　　●訪問看護ステーション ☎ (36)8111
　　●陽光の里 ☎ (36)1220
　　健康いきいき応援センター　
　　●北部健康いきいき応援センター
　 ☎ (22)5101
　　●南部健康いきいき応援センター
 ☎ (32)4413
　　子ども局
　　●子育て支援課 ☎ (25)8136
　　　・マキノ東保育園
　　　・マキノ西保育園
　　　・今津東保育園　
　　　・朽木保育園　　　
　　　・古賀保育園　　　
　　　・高島保育園
　　　・大師山さくら園
　　　・静里なのはな園
　　　・カンガルー教室
　　　・マキノ児童館
　　●子ども家庭相談課 ☎ (25)8517

　　　　   農林水産部
 　　●農業政策課 ☎ (25)8511
 　　●農村整備課 ☎ (25)8529
 　　●森林水産課 ☎ (25)8512

　　　　   商工観光部
 　　●商工振興課 ☎ (25)8514
 　　●観光振興課 ☎ (25)8040

　　　  土木上下水道部
　　●土 木 課 ☎ (22)2001
　　　・国県事業対策室
　　●都市計画課 ☎ (22)0904
　　●交通対策課 ☎ (22)0058
　　●上下水道課
　　　　　　  （水道） ☎ (22)9037
　　　　　　  （下水） ☎ (22)9011

　　　       会計管理者

　　　　　  消防本部
　　●消防総務課 ☎ (22)5401
　　●予 防 課 ☎ (22)5403
　　●警 防 課 ☎ (22)5402
　　●通信指令課 ☎ (22)1234
　　●北部消防署 ☎ (22)1234
　　　・朽木分遣所 ☎ (38)2100
　　　・マキノ救急分遣所 ☎ (28)0119
　　●南部消防署 ☎ (32)1212

  　　　　政 策 部
　　●企画調整課 ☎ (25)8114
　　●秘書広報課 ☎ (25)8000
　　●情報統計課 ☎ (25)8527
　　総合防災局
　　●防　災　課 ☎ (25)8133
　　●原子力防災対策室  ☎ (25)8133

　　　　　  総 務 部
　　●行 政 課 ☎ (25)8000
　　●財 政 課 ☎ (25)8111
　　●人 事 課 ☎ (25)8525
　　●税 務 課 ☎ (25)8116
　　●納 税 課 ☎ (25)8522
　　●行財政改革推進室 ☎ (25)8013
　　●契約検査課 ☎ (25)8501

　   　     市民生活部
　　●市民協働課 ☎ (25)8526
　　●市 民 課 ☎ (25)8018
　　●生活相談課 ☎ (25)8125
　　●人権施策課 ☎ (25)8524
　　
　　●マキノ支所 ☎ (27)1121
　　●今　津支所 ☎ (22)2551
　　●朽　木支所 ☎ (38)2331
　　●安曇川支所 ☎ (32)1131
　　●高　島支所 ☎ (36)1121
　　●新旭振興室 ☎ (25)8100

議　　会	　	　議会事務局　				●議事課　☎ (25)8140

市 長 部 局

　　●会　計　課 ☎ (25)8118
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事業を紹介します協働提案
平成 26年度

　市では市民協働のまちづくりに取り組んでいます。
　その一環として協働提案事業を実施しており、市民の
力と行政の力を持ち寄って地域の課題解決や新しいニー
ズに応えていくための事業を行っています。
　今年度は、８件の提案があり、審査の結果、次の４事
業に取り組んでいます。協働提案事業は４年目を迎え、
徐々に市内で新しいサービスの形に育ち、市民と行政と
の協働が定着してきました。今後、ますますノウハウを
蓄積し、市民と行政の総合力によってサービスの質を高
めていきます。

　
複
数
の
移
動
販
売
車
が
「
ぎ
ょ
う
れ
つ
」

を
組
み
、
買
い
物
困
難
な
地
域
に
出
向
き
、

障
が
い
の
あ
る
人
達
が
売
り
手
と
な
っ
て
心

が
通
い
合
う
販
売
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
基
に
巡

回
地
域
を
拡
大
し
、
安
否
確
認
や
軽
作
業
等

の
支
援
を
含
め
て
商
品
の
拡
充
と
充
実
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、「
ぎ
ょ
う
れ
つ
本
舗
」
が

サ
ロ
ン
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
各
地
域
で
人
々
が
繋
が
り
合
う
場

を
提
供
し
、
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
構
築
し
た
「
び
わ
湖
源
流

ド
ッ
ト
コ
ム
」
を
高
島
市
の
あ
ら
ゆ
る
情
報

の
窓
口
と
な
る
「
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

へ
と
発
展
さ
せ
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
情
報
発

信
と
多
様
な
手
段
を
用
い
て
高
島
市
の
市
民

の
思
い
や
活
動
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
他
団
体
等
と
の
連
携
を
強
化

し
て
、
各
地
域
を
つ
な
ぐ
魅
力
的
な
情
報
を

適
時
配
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
民
向

け
に
情
報
発
信
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
市
民
の
基
礎
的
な
理
解
を
深
め
、
技
術

力
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
ネ
ッ
ト
活
用
の
普

及
向
上
に
努
め
ま
す
。

販売活動等サービス
の 提 供、 コ ミ ュ ニ
ティの場づくり、関
係者連絡調整会議の
開催など

総合企画、ネットイ
ベント企画やイベン
ト告知などの運営企
画、システムの設計・
構築

広報、情報提供、区
長・福祉推進委員等
へのつなぎ、事前協
議など

総合企画、関係分野
における情報発信・
イベント等の企画、
情報提供

●事業者の主な役割●事業者の主な役割 ●市の主な役割●市の主な役割

事業者　　社会福祉法人　虹の会
担当課　　障がい福祉課
関係課　　長寿介護課、商工振興課、
　　　　　市民協働課
補助金　　１２０万円

事業者　　ＮＰＯ法人 e ネットびわ湖高島
担当課　　秘書広報課
関係課　　観光振興課、商工振興課、
　　　　　農業政策課
補助金　　１５６．２万円

市民協働課　 （25）8526

支
え
合
い
の
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
移
動
販
売
事
業

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業

年目
２

年目
３

　
社
会
問
題
化
す
る
「
ひ
き
こ
も
り
」
で
苦

し
む
当
事
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
の

充
実
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
当
事
業
で
は
、

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
や
そ
の
家
族
を
支
え
る

仕
組
み
を
つ
く
る
た
め
、
訪
問
に
よ
る
支
援

活
動
を
は
じ
め
、
各
種
の
相
談
、
居
場
所
や

就
労
の
場
等
に
お
け
る
ス
タ
ッ
フ
や
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
高
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
に
よ
り
、
モ
デ
ル
地
域
を
つ
く
り
活

動
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
社
会
的
ひ
き
こ

も
り
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
講
演
会

を
は
じ
め
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
地
域
の
包
括
的
な
ケ
ア
体
制
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
多
様
な
個
人
や
活
動
団
体
の
出
番

と
居
場
所
を
用
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
に

繋
が
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
当
事
業
で
は
、
地
域
で
担
い
手
と

な
る
人
材
と
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
成

す
る
と
と
も
に
、誰
も
が
気
軽
に
集
え
る「
ま

ち
の
縁
側
」
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
ま
ち
の
縁
側
の
モ
デ
ル
と
な

る
常
設
拠
点
を
設
け
、運
営
す
る
と
と
も
に
、

縁
側
の
担
い
手
を
育
成
す
る
連
続
講
座
を
開

催
し
て
「
ま
ち
の
縁
側
」
の
普
及
促
進
に
努

め
ま
す
。

事業企画や実施、
相談会などの通常
活動、モデル地区
の決定、講演会や
講座の開催など

総合企画や運営、講
座の実施、モデル拠
点の開設や運営、縁
側の受付や相談など

専門職の助言や派
遣、情報共有など

企画助言、プログラ
ムの提供や助言

モデル地区の紹介、活動
助言・協力、出前講座企画・
内容の助言、支援など

プログラムの提供、
助言や情報提供

●事業者の主な役割●事業者の主な役割 ●市の主な役割●市の主な役割

●社協の主な役割●社協の主な役割

事業者　　

担当課　　
関係課等　

補助金　　

社会的ひきこもり家族の会
「みにとまとの会」
少年センター、青少年課
障がい福祉課
高島市社会福祉協議会　　
９５万円

事業者　　ＮＰＯ法人　元気な仲間
担当課　　長寿介護課、
　　　　　地域包括支援センター
関係課等　　高島市社会福祉協議会　　
補助金　　２００万円

　高島市消防本部では、南部消防署に配備し
ている水槽付消防ポンプ自動車を更新しまし
た。
　この消防自動車は、４輪駆動車で常に消火
用水２０００リットルを積載し、ＣＡＦＳ

（キャフス＝ Compressed　Air　Foam　
System）装置を装備しています。
　ＣＡＦＳ装置を装備した消防自動車は高島
市では初めての導入で今後の消火活動に期待
を寄せていますが、火災を起こさないことが
第一です。皆さんも火の取り扱いには十分注
意してください。

消防本部警防課　 （22）5402

市初のＣＡＦＳ装置を装備
水槽付消防ポンプ自動車
を更新しました

●ＣＡＦＳ装置…
　水と消火薬剤の混合液にコンプレッサー（圧縮
機）で空気を注入することにより泡を発生させて
放射する装置です。この泡の主成分はせっけんの
ようなもので無害とされており、主に木材、紙、
雑草、ゴム製品の他、一般車両火災や小規模な住
宅火災で非常に有効なものとなっています。

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
の
支
援
活
動
推
進
事
業

ま
ち
の
縁
側
・
居
場
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

NewNew
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５
月
12
日
は
、
こ
の
日
に
民
生
委
員
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、「
広
げ
よ
う　
地
域
に
根
ざ
し
た
思

い
や
り
」
行
動
宣
言
に
よ
る
、
安
全
で
安
心
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
常
に
住
民
の
立
場
で
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
存
在
や
活
動
に
つ
い
て
、
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

民生委員・児童委員の役割

　相談を受けたときには、関係機関の窓口
を紹介したり相談者の負担を軽減できるよ
う各機関とのパイプ役になります。

　一人暮らしや寝たきりの高齢者、障がい
のある方などの悩みや要望を的確に把握す
るように努めています。

　相談者の立場や気持ちを大切に、誠意を
もって相談にのります。

● 地域福祉のアンテナ

● 地域福祉のパイプ役

● 地域福祉の世話役
高
島
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
（
社
会
福
祉
課
）

　（
２
５
）８
１
２
０

　子どものことや高齢者のことなどでお困りの時
は、一人で悩まずにお近くの民生委員児童委員にお
気軽にご相談ください。秘密は固く守られます。
　民生委員児童委員のお名前や連絡先は、広報たか
しま平成 25 年 12 月号をご覧いただくか社会福祉
課または各地域の保健センター（朽木地域は朽木支
所）へお問い合わせください。

５
月
12
日
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

♥広げよう

地域に根ざした  思いやり♥

今津、新旭、安曇川で「空き家活用相談会」を 開催！

※予約いただいた方を優先します。

「高島市空き家活用促進協議会」事務局
　　（企画調整課）　 （25）8114

　市内への若者の移住を進めるため、空き家の所有者
がその活用を気軽に相談できる場として、空き家活用
相談会を開催します。空き家を所有している皆さん、
ぜひ相談会をご利用ください。 　この相談会により活用できる空き家の調

査を行い、これまでに貸家６件、売家６件を
登録しています。
　最近は貸家を求める移住希望者が多く、
貸家６件のうち５件の紹介が進み、空き家が
有効に活用されています。

５月17日（土）10 時～ 12 時日 時

今津会場　今津東コミュニティセンター
新旭会場　新旭公民館
安曇川会場　藤樹の里文化芸術会館

場 所

若者定住促進
プロジェクト

　　　で　　
暮らそう！
　　　で　　　　　で　　

暮らそう！暮らそう！暮らそう！暮らそう！暮らそう！
　　　で　　　　　で　　

暮らそう！暮らそう！暮らそう！暮らそう！暮らそう！
高島 空き家所有者の皆さんへ

昨年度に実施した相談会で
流通した空き家の状況

0

3

6

9

12

15

20 歳代 30 歳代

貸家

住まいの希望（年代別）

貸家／購入

※平成 25 年度高島市定住相談調べ

購入
不明

（件）

40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 不明

貸したい・売りたい「空き家」情報をどしどしお寄せください !!

　
平
成
25
年
度
３
月
補
正
予
算
が
、
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

財
政
課

　（
２
５
）８
１
１
１区　　分 補　正　額

市税 ３, ７８０万円
県税交付金 ▲９５９万円
国有提供施設等所在
市町村助成交付金 ２, ０５５万円

交通安全対策特別
交付金 ▲１万円

地方特例交付金 ▲４５万円
地方交付税 １, ０４２万円
分担金及び負担金 ３８１万円
使用料及び手数料 ▲２３万円
国庫支出金 ５億６, ５９６万円
県支出金 ▲７, １４３万円
財産収入 ▲６３万円
寄附金 １, ８５０万円
繰入金 ３億７, ５１４万円
諸収入 ７, ３５６万円
市債 ７億９, ０６０円

計 １８億１,４００万円

区　　分 補　正　額
議会費 ▲３３８万円
総務費 ▲６, ３７４万円
民生費 ▲１億３，４４９万円
衛生費 ▲６, １１９万円
農林水産業費 ▲８, ０５０万円
商工費 ▲６９４万円
土木費 ３, ９９１万円
消防費 ▲６１０万円
教育費 ８億４, ２２１万円
災害復旧費 ３億３，５５５万円
公債費 ９億２，１４１万円
諸支出金 ３，１２６万円

計 １８億１,４００万円

　一般会計		歳入予算の主な内訳 　一般会計		歳出予算の主な内訳

区　　分 補正前の額 補 正 額 補正後の額
一般会計 ２７０億９,７００万円 １８億１,４００万円 ２８９億１,１００万円

特別会計 １４３億２，２３２万円 ▲１億６,６２２万円 １４１億５，６１０万円

事業会計 ６８億３,００９万円 ▲７,１９３万円 ６７億５,８１６万円

予算総計 ４８２億４,９４１万円 １５億７,５８５万円 ４９８億２,５２６万円

　歳入歳出補正予算

３
月 

補
正
予
算
の
概
要

　	主な事業

橋梁長寿命化事業 市道マキノ駅前
連絡線道路改良事業 公営住宅管理事業 青柳小学校

大規模改造事業
７，６５０万円 ２，８３０万円 １，６００万円 ３億２，７５８万円

橋梁健全度調査実施済の
１５１橋について長寿命
化修繕計画を策定し、特
に危険度の高い橋梁につ
いて補修・耐震化工事を
実施します。

市道マキノ駅前連絡線の
道路改良事業を実施しま
す。
●道路改良　２２０ｍ

市営住宅等の長寿命化や快適
な居住空間の整備のため、計
画的に改修整備を図ります。
●改修団地
島団地、第二古賀団地、拝戸
団地

青柳小学校は、建築から
29 年が経過していて、内
外装の老朽化が著しく雨漏
りや内装の劣化がみられる
ため、大規模な改修を行い
ます。

小学校トイレ
改造事業 小中学校エアコン整備事業 災害復旧関連事業

６，５４５万円 ４億７，５００万円 ３億７, １２２万円

建築後 40 年以上経過し
た小学校校舎のトイレに
ついては老朽化が著しい
ことから、全面的な改修
を行うとともに、便器を
洋式化し、学校教育環境
の向上を図ります。
●改修校
新旭北小学校、
朽木東小学校

近年の猛暑により、児童の健康管理が難し
い状況にあるため、未整備の小学校および
中学校にエアコンを設置します。

●設置予定校
朽木東小学校、安曇小学校、本庄小学校、
高島小学校、新旭南小学校、マキノ中学校、
朽木中学校、安曇川中学校

台風 18 号で甚大な被害を受けた農
業施設や道路、河川などの災害復旧
工事について、国や県の災害復旧事
業の補助採択を受け実施します。

《農業施設災害復旧事業》
　…２，４４８万円

《道路災害復旧事業》
　…２億４ , ３４６万円

《河川災害復旧事業》
　… １億３２９万円

※１万円未満を四捨五入しています。



まち の 話題 タウントピックスTown Topics
※各記事の学校や学年は平成 25年度現在のものを表記しています。

youtube

模擬訓練で、認知症の方の対応学ぶ
認知症一人歩き（徘徊）保護訓練

１年間の集大成、活動発表会開催！
よえもん道場

　小学生４～６年生を対象に行う体験
活動「よえもん道場」では、３月９日

（日）に、1 年間の活動の総まとめと
して、活動発表会を開催しました。
　８日（土）の午後から発表会に向け
てみんなで自炊をしながら合宿をし、
発表会に臨みました。
　発表会では、司会、受け付けなど大
人の手を借りずに自分たちの力で役割
を分担し、各班の代表者の作文発表や
スライド写真を使った活動発表、また、
お世話になった方々へ感謝の言葉を述
べました。
　1 年間の活動を通し、子どもたちの
成長が感じられる堂々とした立派な発
表会となりました。

（高島市青少年育成市民会議）

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
読
み
取
っ
て
い
た
だ
き
、
リ

ン
ク
先
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、youtube

で
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１年間ともに活動した仲間
と集合写真をパチリ。

　３月 16 日（日）、安曇川町の藤江区で、「認知症一人
歩き保護訓練」が行われ、事前の勉強会に参加した地区
の福祉推進員や小学生など、約 20 人が参加しました。
　はじめに認知症の方への対応のポイントについて、高
島市社会福祉協議会の職員から説明を受けたあと、屋外
で実践訓練が行われました。訓練は、認知症高齢者が徘
徊によって行方不明になったとの想定で、キャラバンメ
イトが認知症役となって集落内を徘徊。参加者は配布さ
れた情報シートを手掛かりに、4 班に分かれて捜索しま
した。徘徊者を発見した参加者は、キャラバンメイト迫
真の演技にたじろぎながらも、声の掛け方や対応方法な
どを実践していました。実践訓練のあと、撮影した映像
をもとに、対応方法について振り返るとともに、参加者
をはじめ、キャラバンメイトや保健師など、今回の訓練
に関わった方々で感想や評価をはじめ、改善点や対策な
どを話し合いました。
　平成 25 年度、市内で、認知症の方が徘徊で警察に保
護された件数は 51 件で、その数は年々増加しています。
高島市では、認知症の方が住み慣れた地域で安心して生
活できるよう、こうした取り組みを他の地区にも広げて
いきます。（秘書広報課）

　３月 26 日（水）新旭公民館で「高島市見守りネット
ワーク事業」協力事業者協定式を行い、事業の趣旨に賛
同いただいた 51 の協力事業者と協定書を取り交わしま
した。
　「見守りネットワーク事業」は、ひとり暮らしの高齢
者や子どもたち等が安心して暮らせるよう、事業所や企
業の皆さんに日常業務の中で、さりげない見守りにご協
力をいただき、異変を察知した場合は市へ通報するしく
みです。今回の協定により４月１日から事業を始めまし
たが、引き続き協力事業者を募集しています。ご協力い
ただける事業者は、お問い合わせいただくか市ホームペ
ージをご覧ください。

（ 社会福祉課　 （25）8120）

モザン
ビーク

事業所と「見守り」協定
見守りネットワーク事業協力事業者協定式

　第 36 回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカ
ップ春季水泳競技大会が３月 26 日（水）から
30 日（日）まで東京辰巳国際水泳場で行われ
ました。
　この大会は指定された競技会で大会参加標準
記録を突破された選手のみ参加できる大会で
す。出場された方は、高島Ｂ＆Ｇ海洋センター
所属の中村海渡くん（比叡山高１年、高島中出
身）、大塚陽平くん（比叡山高１年、高島中出身）、
兼田真奈さん（高島小４年）です。兼田さんは
同センター内において女性初の出場でした。
　　　　　　　　　　　　（市民スポーツ課）

全国ジュニアオリンピック
カップ春季水泳大会出場

兼田さん 中村くん大塚くん

横木安奈さん、
青年海外協力隊でモザンビークへ！

　「青年海外協力隊」としてＪＩＣＡ（国際協力機構）からアフリカのモザンビー
クに派遣される横木安奈さん（安曇川町）が、出発直前の３月 19 日（水）に市役
所を訪問してくださいました。
　横木さんは、これまで南米のメキシコやブラジルで営業や通訳業務を経験されて
こられました。今回のモザンビークへの派遣では、農家の収入向上や作物の質の向
上につながるよう、農民や農業普及員の意識改革のためにコミュニティ開発の活動
をされます。
　現地でのご活躍をお祈りしますとともに、帰国後には、モザンビークの文化など
の報告がいただけることを楽しみにしています。（市民協働課）

●ＪＩＣＡボランティア春募集●
　ＪＩＣＡボランティア事業は国際協力の志を持った方々を開発途上国に派遣
し、現地の人々とともに生活し、異なる文化・習慣に溶け込みながら、草の根レ
ベルで途上国の抱える課題の解決に貢献する事業です。
　ＪＩＣＡではボランティアを募集しています。応募方法など詳しくは（公財）
滋賀県国際協会内ＪＩＣＡ滋賀デスク（☎０７７- ５２６- ０９３１）までお問
い合わせください。
▼募集内容　○青年海外協力隊、○シニア海外ボランティア
▼募集締切　５月 12 日（月）

アフリカ大陸
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このコーナーに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課  （32）1132 までお気軽にお問い合わせください

第
一
に
子
ど
も
た
ち
が
学
び
、
考
え
、

行
動
で
き
る
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
に

少
子
化
が
進
む
中
で
、
市
内
の
学
校
の
小
規
模
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
８
月
以
降
、
よ
り
望
ま
し
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
、

地
域
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
や
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
等
に
よ
り
広
く

市
民
の
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
て
平
成
26
年
３

月
、
市
内
小
学
校
の
学
校
再
編
に
か
か
る
「
高
島
市
学
校
規
模
適
正
化
（
学
校

再
編
）
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
学
校
教
育
は
集
団
で
行
う
こ
と
を
基

本
と
し
て
お
り
、
同
年
代
の
子
ど
も
た

ち
が
日
々
の
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
、
仲
間

と
の
遊
び
の
中
で
多
く
の
経
験
を
し
、

互
い
に
人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
の
16
小
学
校
の
う
ち
４

校
が
、
全
学
年
で
５
学
級
以
下
の
過
小

規
模
校
と
な
っ
て
お
り
、
複
式
学
級
が

編
制
さ
れ
て
い
ま
す
。「
複
式
学
級
」

と
は
、
２
つ
の
学
年
で
１
学
級
を
編
制

す
る
も
の
で
、
２
学
年
の
授
業
が
同
時

に
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
学
年
単
位
で

の
学
習
が
制
約
さ
れ
る
な
ど
の
課
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。

　
小
規
模
校
に
は
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
、
よ
り
親
密
な
人
間
関
係

が
築
か
れ
る
な
ど
の
良
さ
が
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
友
人
関
係
が
固

定
化
し
て
し
ま
う
こ
と
や
、
よ
り

多
く
の
仲
間
の
中
で
切
磋
琢
磨
し

て
ほ
し
い
時
期
に
そ
れ
が
し
づ
ら

い
こ
と
な
ど
の
特
有
の
課
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

う
し
た
過
小
規
模
の
学
校
を
対
象

に
、
各
学
年
１
学
級
以
上
で
複
式

学
級
が
生
じ
な
い
規
模
（
適
正
規

模
）
と
す
る
た
め
の
学
校
再
編
に

取
り
組
み
ま
す
。

●議事案件
・地方教育行政への国や首長の関与の強化に反対するこ

とを求める請願
・高島市立学校の学校医、学校歯科医および学校薬剤師

の委嘱について
・高島市少年補導委員の委嘱について
・平成 26 年度高島市教育行政基本方針案（別冊資料）
・高島市学校規模適正化（学校再編）基本方針案（別冊

資料）
・高島市文化財の指定について
・名勝朽木池の沢庭園保存管理計画案（別冊資料）
・平成 25 年度教育に関する事務の管理及び執行の状況

の点検及び評価結果報告書案
・高島市教育委員会公印規則案
・高島市教育委員会公印規程を廃止する訓令案
・高島市立学校看護師派遣事業実施要綱の一部を改正す

る告示案
・マキノ地域の適正な学校規模を考える懇話会設置要綱

を廃止する告示案
・大溝城遺跡周辺水辺景観保全検討委員会設置要綱を廃

止する告示案
・高島市海津・西浜・知内地域文化的景観保存活用委員

会設置要綱を廃止する告示案
・高島市新旭地域のヨシ群落および針江大川流域の文化

的景観保存活用委員会設置要綱を廃止する告示案
・高島市スポーツ推進計画策定委員会設置要綱を廃止す

る告示案

第２回臨時会報告 ３月 31 日開催第３回定例会報告 ３月 25 日開催

高島市学校規模適正化（学校再編）基本方針

◎議事案件
・高島市教育委員会委員長の選挙および同職務代理

者の指定について
・委員長に城戸重臣委員を選任しました。また委員

長職務代理者に木下美和子委員を指名しました。
いずれも任期は平成 26 年３月 31 日から平成 27
年３月 30 日までの１年間です。

・高島市教育委員会事務局職員等の人事について
・高島市立公民館長の任命について
・高島市社会教育委員の委嘱について
・高島市公民館運営審議会委員の委嘱について
・高島市青少年育成推進員の任命について
・高島市スポーツ推進委員の委嘱について
・高島市教科用図書選定委員会規則案
・高島市教科用図書選定委員会設置要綱を廃止する

告示案
・高島市就学指導委員会規則案（全部改正）
・高島市就学指導委員会運営要綱を廃止する告示案
・高島市スポーツ推進審議会規則案
・高島市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要

綱の一部を改正する告示案
・高島市子ども・若者支援地域協議会設置要綱の一

部を改正する告示案
・大溝地域の水辺景観保存活用委員会設置要綱の一

部を改正する告示案
・朽木池ノ沢庭園保存管理計画策定委員会設置要綱

を廃止する告示案

小学校名 児童数 学級数 説　　明
1 今 津 東 479 16 （12 学級以上）

各学年のクラス数が２学級
以上で、クラス替えが可能
な学校規模

2 高 島 327 12
3 新 旭 北 304 12
4 新 旭 南 310 12
5 安 曇 275 11

（11 学級～６学級）
各学年のクラス数が１～２
学級である学校規模

6 青 柳 161 6
7 今 津 北 112 6
8 マキノ南 92 6
9 本 庄 89 6
10 マキノ東 88 6
11 朽 木 東 71 6
12 マキノ西 58 6
13 広 瀬 46 4 （５学級以下）

一部または全部の学年で複
式学級編制となる学校規模

14 マキノ北 15 3
15 朽 木 西 7 3
16 今 津 西 6 3

平成 26年度市内小学校の児童数と学級数

■平成 27 年４月（予定）
　・マキノ北小学校を、マキノ東小学校に統合
　・今津西小学校を、今津東小学校に統合

■平成 27 年４月～平成 28 年４月（予定）
　・広瀬小学校を、安曇小学校に統合

■統合計画の策定
　・マキノ地域の小学校１校化の計画を策定

　
西
村
勝
晴
委
員
と
林
秀
雄

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
し
く
小
多 

偕
裕
さ
ん
と

三
矢  

艶
子
さ
ん
が
市
長
か

ら
任
命
さ
れ
高
島
市
教
育
委

員
会
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
事
業
の
課
題
や
次
年
度
の
取
り
組
み
の
方
向
性
を

明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
25
年
度
の
教
育
に
関
す
る
事
務
事
業

を
点
検
・
評
価
し
ま
し
た
。

●対象事業数
　１０７事業
●評価基準
　Ａ．的確な事業実施がなされ、十分な
　　　成果があがっている。
　Ｂ．成果としては良好なものが得られ
　　　ているが、更なる充実が望まれる。
　Ｃ．一定の成果をあげているものの、
　　　課題もあり、検討を加え努力する
　　　必要がある。
　Ｄ．成果が乏しく抜本的な見直しとと
　　　もに、改善が必要である。
●評価結果
　　Ａランク：３５事業
　　Ｂランク：６８事業
　　Ｃランク：　４事業
　　Ｄランク：　０事業

※評価結果報告書は教育総務課でご覧になれます。

教
育
委
員
会
委
員
に
２
人
の
方

が
新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た

事
務
事
業
を
点
検
評
価
し
ま
し
た

三矢  艶子 委員 小多 偕裕 委員

平成 25 年度教育に関する事務の

管理及び執行の状況の点検及び評

価結果報告書

　教育委員会 infomation

学校
再編
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子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
は
、
市
民
す
べ
て
の
願
い
で

す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包
ま

れ
て
の
び
の
び
と
育
つ
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
26
年
度
児
童
福
祉
週
間
（
５
月
５
日
か
ら
１
週
間
）
標
語

「
そ
の
い
っ
ぽ　
み
ら
い
に
つ
づ
く　
ゆ
め
の
み
ち
」

　
子
ど
も
の
行
動
を
見
て
い
る
と
、
つ
い
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
目
が

い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
見
方
を
か
え
る
だ
け
で
、
叱

る
ポ
イ
ン
ト
が
褒ほ

め
る
ポ
イ
ン
ト
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

 

た
と
え
ば
・
・
・

　
子
ど
も
が
ゲ
ー
ム
を
す
る
た
め
に
、
散
ら
か
っ
て
い
る

テ
レ
ビ
の
前
を
片
づ
け
た
場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
自
分
の
都
合
で
し
か
動
か
な
い
ん
だ
か
ら
！
」

　
と
叱
る
と
こ
ろ
を
・
・
・

「
片
づ
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
す
っ
き
り
し
て
、

お
母
さ
ん
助
か
っ
た
わ
」

　
と
褒
め
て
み
ま
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
ゲ
ー
ム
し
た
さ
に
、
た
ま
た
ま
し
た
片
づ
け
で

も
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
で
、嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
た
ま
た
ま
し
た
行
動
で
も
、
次
回
か
ら
は
お
母
さ
ん
を
喜
ば
せ
よ

う
と
や
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
、
自
分
も
周
り
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
家
庭
の
中
で
「
あ
り
が
と
う
」
を
使
う
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

「 

あ
り
が
と
う 

」
は

魔
法 

の 

こ
と
ば

５
月
は
児
童
福
祉
月
間
で
す
。

　県内の母子家庭の親子が集まり、子どもと一緒に競技をし
たり、ゆるキャラとふれあったり、日ごろから忙しくてゆっ
くりできないおかあさん、お子さんと楽しい一日を・・。きっ
と思い出に残る楽しい一日を過ごしていただけると思います
♪　ぜひご参加ください !!
 
○日　　時　６月 22 日（日）　10 時 30 分～ 15 時
○場　　所　今津運動総合公園　サンルーフ今津
○内　　容

　高島吹奏楽倶楽部月組ミニコンサート、親子で楽しく
デカパン競争・ボール運びほか、滋賀ゆるキャラまつり

（県内のゆるキャラ大集合！）、体験コーナー（みんなで
バルーンアート・輪投げ・折り紙で小物作り ほか）

○対　　象　県内在住の母子家庭の方
○参 加 費　無料
○申込締切　５月 30 日（金）
○申込方法　子育て支援課まで電話でお申し込みください。
※高島市のぞみ会会員の方は直接のぞみ会へお申し込みくだ

さい。

・ 子育て支援課　 （25）8136

おかあさんありがとう
 　＆滋賀ゆるキャラまつり

助かるわ～

へへ
ありがとう♥

　教育委員会 infomation

子
ど
も
家
庭
相
談
課
　（
２
５
）
８
５
１
７

福

井

正

明

　
新
緑
の
眩
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　
樹
々
の
葉
が
輝
く
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
高
島
市
の
魅
力
が
一
層

映
え
る
時
期
で
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
方
が
、
登
山
を
楽
し
も
う
と

高
島
市
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
マ
キ
ノ
の
愛あ

ら
ち
ご
え

発
越
か

ら
、
朽
木
の
三
国
岳
へ
と
至
る
全

長
80
㎞
の
高
島
ト
レ
イ
ル
は
、
テ

レ
ビ
や
雑
誌
等
で
も
よ
く
紹
介
さ

れ
、最
近
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
今
、
全
国
各
地
に
こ
う
し
た
ト

レ
イ
ル
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
高
島
ト
レ
イ
ル
の
人
気

が
高
い
の
は
、
関
西
の
都
市
部
か

ら
比
較
的
近
い
な
が
ら
も
、
日
本

海
側
と
太
平
洋
側
を
分
け
る
分
水

嶺
を
縦
走
し
、
琵
琶
湖
と
若
狭
湾

を
同
時
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観

を
楽
し
め
る
こ
と
で
す
。

　
私
自
身
も
昨
年
11
月
に
、
自
分

の
足
で
ト
レ
イ
ル
を
歩
い
て
み
た

い
と
、
寒
風
か
ら
赤
坂
山
に
か
け

て
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
日

頃
運
動
不
足
の
身
体
に
、
５
時
間

の
歩
行
は
こ
た
え
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
、
自
然
に
親
し
む
こ
と
で

得
ら
れ
る
爽
快
感
は
、
何
も
の
に

も
変
え
難
い
満
足
感
を
与
え
て
く

れ
る
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
ト
レ
イ
ル
を
楽
し
ま
れ

る
方
は
、
高
島
な
ら
で
は
の
文
化

や
歴
史
、
食
や
周
辺
の
観
光
資
源

に
も
関
心
を
お
持
ち
で
す
。
ト
レ

イ
ル
の
コ
ー
ス
が
、
元
々
各
地
域

の
人
々
で
整
備
さ
れ
て
き
た
登
山

道
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
で
き
た
よ

う
に
、
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
を
深
め

る
に
は
、
ま
さ
に
市
全
体
の
魅
力

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
こ
う
し
た
高
島
ト

レ
イ
ル
の
魅
力
を
一
層
発
信
し
、

観
光
誘
客
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
高
島
フ
ァ
ン
の
開
拓
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　育児休業が終わって、この春から働き始めた皆さん、仕事と子育ての両
立で悩んでいませんか。誰もがいきいきと働き続けられる男女共同参画社
会の実現に向けて、いろんな制度を上手く活用しましょう。

育児休業が終わっても子育てはまだこれから…

子育てしながら働き続ける

【子の看護休暇】
　小学校入学前の子を養
育する労働者は、事業主
に申し出ることにより、
年次有給休暇とは別に１
年につき子が１人なら５
日まで、子が２人以上な
ら 10 日まで、病気やけ
がをした子の看護、予防
接種および健康診断のた
めに休暇を取得すること
ができます。

【時間外労働】
　小学校入学前の子を養
育する労働者から請求
があった場合は、１か
月 24時間、１年 150 時
間を超える時間外労働を
させてはならないことに
なっています。

　地域の中で子育てを手伝ってほしい人
と、お手伝いできる人が会員になり助け
合う仕組みです。

こんなときはご相談ください
・病院に行きたいけど、子どもをみてくれ

る人がいない。
・上の子の用事の時に下の子をみてほし

い。など

あなたの子育て応援します！
ファミリー・サポート・センター

　他にも短時間勤務制
度、所定外労働の制限、
深夜業の制限の制度があ
ります。

市民協働課　 （25）8526
高島市ファミリー・サポート・センター

　「たすけあい高島」　 （20）1313

子育てしながら働き続ける

高
島
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
を
全
国
に


